
 

１６本の色水の中から、５本

の偽物のドリンクを見抜く 

 

実践① 日常の経験と表現を結びつけ、イメージを膨らませるための課題との出会い 

  

 

 

 

 

○題材の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図画工作科 第６学年「オリジナルドリンクをプロデュースしよう」（６時間扱い） 

目標：水の色の変化や美しさから発想・構想しながら、オリジナルドリンクを 

つくることを通して、どこにもない「新しさ」や自分なりの「よさ」「面 

白さ」を生み出すことを楽しむ。 

 

  

 

本物を見抜く（第１時：本時） 

企画書を書きながら、ペットボトル

に絵の具と水を混ぜ合わせてつく

りたいドリンクのイメージをもつ。 

オリジナルドリンクのイメージを膨らませる（第１時：本時） 

ドリンクを完成させる。 

オリジナルドリンクをつくる 

（第２・３時） 

完成したオリジナルドリンクのよさを

アピールし、互いに購入し合う。 

販売会（第６時） 

ドリンクを引き立てるラベルとポ

ップ広告をつくる。 

ドリンクをプロデュースする 

（第４・５時） 

 

 

 

 

 

 

 

ドリンクの色っ

て、いろいろあ

るんだね！ 

ラベルが付いていないと、全

然わからないね。 

甘いけど、さっぱりした色、 

どんな色かな。 

私のドリンク 

どう思う。 

自分のドリンクの売りは何。 

どうしたら、みんなに伝わるかな。 

 

みんなのアイディア 

おもしろい。 

自分なら 

こんなドリンクをつくる。 

 
 

 

えっ、 

ほとんどが本物なの。 
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○本時（第１時）の氷山モデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜色彩への興味を引き出す＞  ＜色水と企画書を往還しながら、イメージが膨らむ＞ 

  

 

 

 

 

この中から偽

物を当てられ

るかな。 

  
イスを塗装した体験（５年生） 

企画書を書きなが

ら、自分のつくりた

いドリンクのイメー

ジを膨らませよう。 

子供が潜在的にもっている創造性や感性 

染料で色水づくりをした体験（３年生） 

日常生活で、自然に存在する色彩

経験に影響を与える経験。 

  

日頃の授業で出会う、パレットや筆洗バケツで

生まれる混ざる色のおもしろさ。 

 

ここにあるのは本物

のドリンクです。 

（本物を用意する） 

絵の具と水を

混ぜて、どんな

ドリンクができ

るの。 

子供が潜在的にもっている創造性や感性 
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○図画工作科 第６学年「オリジナルドリンクをプロデュースしよう」 

（１／６時） 

学習活動の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．１６本の色水の中から、絵の具でつくった偽物のドリンクを見抜

く活動を通して、飲料水の色のおもしろさに着目する。 

 

 

 

 

 

 

 

おいしそう・・ 

これは本物かな。 

班ごとに話し合い偽物と思う５本を選ぶ 

この中から絵の具でつ

くった偽物のドリンク

５本を見抜いてくださ

い。 

どっちが 

本物のドリンクだろう。 

 
コーラは偽物だと思う。 

本物はもっと黒かったような・・・ 

 

たぶん、４番は偽物だよ。 

ドリンクの色って、よく見るとおもしろい。 

自分でも絵の具で何かつくってみたい。 

誰も思いつかない、おもしろいドリンクを考えてみたい。 

クリエイティブな

思考 
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ねらい：① 色の面白さや美しさを感じる。 

    ② 企画書を書いたり、色水をつくることを楽しんだりしながら、つくり 

たいオリジナルドリンクのイメージを膨らませる。 

２．企画書を書きながら、ペットボトルに絵の具と水を混ぜ合わせ

ることを繰り返し、つくりたいドリンクのイメージを膨らませる。 

 

 

 

絵の具と水を混ぜて、

どんなドリンクができる

でしょう。 

 

 

 

企画書を書きながら、自分のつく

りたいドリンクについて、たくさ

んイメージを膨らませよう。 

 

 

まずは企画書

を書いて、つく

るドリンクの構

想を練ろう。 

 

 

 

 

 

 

 言葉とイメージ 

 の往還活動 

企画書と作品の間を行っ

たり来たりしながら 

イメージを膨らませる 

 

 

  

 

「自分ならこんなドリンクをつくる」 

 →たっぷりイメージを膨らませて、次時に臨む。 

どんどん色が変わる。 

自由に何度もやり直せ

る。 楽しい。 
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